
病院の基本理念と基本方針
　
最新最高の医療を、安全に提供する公的医療機関
として能登全域の住民の健康を守ります。
　

1 患者の皆さまの立場を第一に考えた医療を目指
します。

2 たゆまぬ研鑽をとおして医療水準の向上を目指
します。

3 最良でより高度な急性期医療を目指します。
4 医療機関との連携を密にして地域医療の推進を
目指します。

5 公的病院を堅持しつつ健全な病院経営を目指し
ます。

6 チーム医療に徹し、全職員が誇りを持って働け
る病院を目指します。

基本方針

基本理念

初
はじ

めてお母
かあ

さんに入
い

れてもらうお風
ふ

呂
ろ

は﹁きもちいいな!﹂

＊妊婦期‥‥‥安心で快適に過ごせるように、助産師が保健指
導や相談を行っています。

　　　　　　　妊婦教室では安心して出産に望めるように、出
産時の過ごし方、フリースタイル分娩や呼吸法
などのお話しをします。

＊出産入院中‥退院後も不安なく育児ができるように、育児支
援をサポートし、母乳育児を支援しています。

＊退院後‥‥‥育児に関する疑問や不安などを電話でも受付け
ています。また、母乳に関しては、母乳外来を
開設し、相談を受付けています。　　

　� （公立能登総合病院　助産師）
（退院前日に助産師が見守る中、赤ちゃんを
� お風呂に入れている沐

もく

浴
よく

指導の様子　撮影：入江　賢行）
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今年も引き続きご利用ください!!
　当院では、﹁知って得する医療の話﹂と題して、地域のみなさまに﹁かかりつけ医﹂
の必要性を理解していただくため、昨年９月から七尾市、中能登町を中心に出前講座を
開催いたしております。おかげさまで、７月現在で各地域１6ヶ所、約730名近くの方
の参加をいただきました。
　講座では､能登病院の現状や、将来のお話、又講師の先生が専門とする病気をスライ
ド等を使っての説明や予防法などを織り交ぜての退屈しない内容となっております。講
座の後半には､質問コ－ナ－を設け、日頃から気になっている体の事、病院に対する事
など、この機会を利用して多くのご意見をいただきました。そのご意見の一部をここに
紹介します。

　Ｑ　﹁かかりつけ医﹂は、どうして決めるのですか。
　Ａ　住居に近い医師、または遠くてもいつも気軽に話せる医師で、診察を受けている

開業医の先生です。
　Ｑ　家で転んで骨折かなと思っても、いつもの﹁かかりつけ医﹂に行かなければなら

ないのですか。
　Ａ　そうですね。﹁かかりつけ医﹂の診察により骨折があれば、次の医師や病院を紹

介してくれます。

　今年度も﹁内容を一新﹂して、引き続き出前講座を開催しています。すでに、多くの
申し込みをいただき、各地区で講座を開いています。ご希望の方、（団体）等がござい
ましたら、どしどしお申し込みください。

※講師は、能登総合病院の医師です。
※１０名以上で①希望日　②場所，時間　③参加人数をお知らせください。
※費用は無料です。
▽お申し込みは地域医療連携室（石垣）まで
ＴＥＬ：０７６７－５２－８７１８　　ＦＡＸ：０７６７－５２－８７７２

　地域医療連携を推し進める当院は、地域の連携医療機関の先生方と共に初めての
﹁症例検討会﹂が８月９日(土)に開催されました。
　検討会では、当院へ紹介された患者さまの症例が発表され、活発な意見交換がお
こなわれました。
　今後も、地域の先生方と、﹁顔の見える連携﹂を深める為にも継続していきたい
と思っております。

小
児
科
医
師　
　
　
　
　

�

馬ま

瀨せ　

新し
ん

太た

郎ろ
う

出
身
地　

富
山
県

趣
味　
　

ビ
リ
ヤ
ー
ド

抱
負　
　

が
ん
ば
り
ま
す
。

寄 附　　　　　　この度当院に医療機器等の整備にと3組の方々から金品の寄附採納
　　　　　　がありました。
七尾市　藤岡　正彦、美枝子氏(医療器械備品購入を目的に金100万円）
七尾市　村本　信吾氏(入院患者様の医療器材として褥瘡エアーマット5式）
七尾市　中泉　治雄氏(内視鏡装置の充実を目的として患者用モニタ等2式）
　また、七尾市　Ｔ氏(匿名)から、入院患者さまの療養環境向上として図書
類一式の寄附がありました。どうも、ありがとうございました。　　

　公立能登総合病院では、現在下記職員の随時募集をしております。
　◦臨床工学技士‥‥‥若干名　　◦助産師及び看護師‥‥‥若干名
　◦作業療法士　◦医療ソーシャルワーカー（精神保健福祉士）◦臨床心理士‥‥‥いずれか１名
　また、助産師及び看護師の臨時職員も募集しております。
　問〒926-0816　石川県七尾市藤橋町ア部6番地4　公立能登総合病院経営管理部総務課　職員係(谷、北谷内)まで
　　TEL  0767-52-8749（ダイヤルイン）  0767-52-6611(代表）　FAX  0767-52-9225　　Ｅ-mail: syomu@noto-hospital.jp
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１　

こ
の
度
は
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
早
速
で
す
が
、
先
生
の
ご
趣
味
は

な
ん
で
す
か
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
趣
味

は
、
油
絵
や
パ
ス
テ
ル
画
な
ど
絵
を
描
く

こ
と
な
ら
何
で
も
好
き
で
す
。
昔
、
能
登

病
院
に
在
職
し
た
頃
は
、
胃
な
ど
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
フ
イ
ル
ム
の
ス
ケ
ッ
チ
を
趣
味
代

わ
り
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
他
に
は
近
頃

は
や
や
下
火
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
古

陶
磁
の
器
を

集
め
る
こ
と
。

最
近
は
、
山

野
草
が
可
愛

く
思
え
る
よ

う
に
な
っ
て
、

通
販
で
56
種

類
も
取
り
寄

せ
て
、
皆
の

顰ひ
ん

蹙し
ゅ
く

を
か
っ

て
い
ま
す

（
笑
い
）
実

は
私
自
身
、
朝
早
く
か
ら
の
水
や
り
で
、

ち
ょ
っ
と
疲
れ
て
き
て
い
ま
す
。

２　

休
日
は
、
ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し
で

す
か
。

　

最
近
は
、
体
調
不
良
の
た
め
、
た
ま
に

山
野
草
を
採
り
に
出
か
け
る
く
ら
い
で
す
。

な
る
べ
く
体
を
休
め
る
様
に
し
て
い
ま
す
。

３　

先
生
が
院
長
と
し
て
日
頃
か
ら
心
掛

け
て
い
る
こ
と
は
。

（
患
者
さ
ん･

職
員
・
家
族
に
対
し
て
）

　

患
者
さ
ん
や
職
員
に
は
、
分
け
隔
て
な

く
公
平
に
接
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。

４　

好
き
な
食
べ
物
は
な
ん
で
す
か
。
逆

に
苦
手
な
物
は
あ
り
ま
す
か
。

（
お
酒
の
方
は
、
ど
れ
位
、
ど
ん
な
所
で

た
し
な
ま
れ
ま
す
か
）

　

日
頃
か
ら
、
和
食
を
食
べ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
好
き
な
物
は
魚
で
す
。
毎
日

刺
身
は
欠
か
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
。
日

曜
日
は
自
分
で
近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
買
い

に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
ト
ビ
ウ

オ
と
メ
ジ
ロ
マ
グ
ロ
と
鯨
の
刺
身
は
、
好

き
で
す
ね
。
嫌
い
な
物
は
と
く
に
あ
り
ま

せ
ん
。
お
酒
の
方
は
、
ビ
ー
ル
以
外
は
い

け
ま
す
。
飲
む
量
は
多
い
方
だ
と
思
い
ま

す
。
外
で
の
会
食
も
多
い
の
で
す
が
、
や

は
り
家
で
ゆ
っ
く
り
と
頂
く
の
が
い
い
で

す
ね
。

５　

先
生
御
自
身
、
健
康
の
為
に
何
か
心

掛
け
て
お
ら
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
か
。

　

和
食
を
食
べ
る
こ
と
、
こ
れ
は
患
者
さ

ん
に
も
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

な
る
べ
く
歩
く
こ
と
。
山
野
草
と
遊
ぶ
の

も
気
分
転
換
に
い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

６　

最
近
、
世
の
中
の
流
れ
で
気
に
な
る

事
が
あ
り
ま
す
か
。

　

医
療
費
抑
制
策
に
よ
り
医
療
現
場
が
危

機
的
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
医
療
現

場
が
疲
弊
し
き
っ
て
い
る
。
他
に
年
金
問

題
。
ひ
ど
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ま
た
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
何
な
の
だ
ろ
う

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
税
金
の
無
駄
使

い
の
ひ
ど
さ
も
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

７　

こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
に
つ
い
て
ど

う
お
考
え
で
す
か
。

　

地
域
の
関
係
者
が
、
協
力
し
合
っ
て

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

８　

最
後
に
、

先
生
の
座
右

の
銘
と
し
て

い
る
言
葉
が

あ
り
ま
す
か
。

　

若
い
頃
は

あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
あ

り
ま
せ
ん
。

９　

七
尾
市
医
師
会
長
に
な
ら
れ
、
ご
多

忙
な
日
々
を
お
過
ご
し
で
す
が
、
地
域
医
療

の
ト
ッ
プ
と
し
て
も
、
今
後
の
抱
負
は
な
ん

で
す
か
。

　

地
方
の
医
師
会
で
や
れ
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
な
ど
の
分
野
で
は
、
七
尾
・
鹿
島
の

人
々
の
た
め
に
専
門
職
集
団
と
し
て
お
役

に
た
て
る
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
病
診
連
携
、
医
歯
薬
連
携
、
学
術

講
演
会
な
ど
の
推
進
を
通
し
て
医
療
や
介

護
な
ど
の
環
境
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
の
出

来
る
組
織
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に

よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
医
師
会
活
動
で
す

の
で
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

10　

能
登
病
院
に
対
す
る
、
ご
希
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

公
的
な
医
療
機
関
と
し
て
、
充
分
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
医
療
に
貢
献
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

先
生
に
は
、
医
師
会
長
と
言
う
重
責
も

加
わ
り
益
々

ご
多
忙
に
な

ら
れ
た
訳
で

す
が
、
健
康

に
留
意
さ
れ

て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

お
酒
も
ほ
ど

ほ
ど
に
ネ

　

今
回
は
、
7
月
27
日
に
石
川
県
医
師
会

の
医
療
功
労
者
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た

ば
か
り
で
、
七
尾
フ
イ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ

ワ
ー
フ
・
能
登
食
祭
市
場
の
近
く
で
開
院

さ
れ
て
い
る
三
林
内
科
胃
腸
科
医
院
長
の

三
林　

裕
先
生
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

医療法人社団　恩籠会

三林内科胃腸科医院
院長　三

み

林
ばやし

　裕
ゆたか

 先生
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こ
れ
か
ら
い
く
つ
か
の
癌
に
つ
い
て

広
い
意
味
で
、
予
防
の
お
話
を
し
ま
す
。

最
初
は
大
腸
癌
で
す
。
食
生
活
の
欧
米

化
に
伴
い
、
大
腸
癌
は
増
加
し
て
お
り
、

２
０
０
４
年
の
死
亡
者
数
は
４
０
，
３

３
５
人
で
肺
癌
、
胃
癌
に
続
い
て
第

３
位
で
す
。
男
性
で
は
第
４
位
で
す

が
、
女
性
に
限
る
と
胃
癌
の
死
亡
者
数

を
超
え
て
第
１
位
で
す
。
＊
大
腸
癌
の

症
状

：

進
行
す
れ
ば
、
腹
痛
や
し
こ
り
、

貧
血
、
便
通
の
異
常
、
血
便
な
ど
が
み

ら
れ
ま
す
が
、
早
期
大
腸
癌
で
は
ほ
と

ん
ど
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
＊
大
腸
癌

の
一
次
予
防

：

大
腸
癌
の
リ
ス
ク
を
下

げ
て
く
れ
る
も
の
は
、
身
体
活
動(

１

日
６
０
分
程
度
の
歩
行
な
ど
の
運
動)

、

１
日
４
０
０
ｇ
以
上
の
野
菜
、
果
物
の

摂
取
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
大
腸

癌
の
リ
ス
ク
を
上
げ
る
も
の
は
、
過
体

重
と
肥
満
、
加
工
肉
、
ア
ル
コ
ー
ル
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
生
活
習
慣

の
改
善
の
み
で
は
確
実
に
大
腸
癌
を
一

次
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
＊

大
腸
癌
の
二
次
予
防
と
検
診

：

大
腸
癌

は
早
期
に
発
見
す
れ
ば
ほ
ぼ
１
０
０
％

治
る
癌
な
の
で
、
二
次
予
防
（
検
診
に

よ
る
早
期
発
見
）
が
大
切
で
す
。
簡
単

な
便
潜
血
検
査
に
よ
る
大
腸
癌
検
診
で

も
大
腸
癌
死
亡
者
を
60
％
減
ら
す
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
精
密
検
査
に
は
積

極
的
な
全
大
腸
内
視
鏡
検
査
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
腸
癌
は
親
か
ら
子
へ

の
遺
伝
に
よ
り
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
遺
伝
性
非
ポ
リ
ポ
ー
シ
ス
性
大

腸
癌
や
家
族
性
大
腸
腺
腫
症
な
ど
で
、

合
わ
せ
る
と
大
腸
癌
の
約
20
％
で
遺
伝

が
大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
。
40
歳
以

上
で
、
肥
満
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
の

ひ
と
や
家
族
に
大
腸
癌
の
人
が
い
る
方

は
、
是
非
、
一
度
、
大
腸
内
視
鏡
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
＊
大
腸
精
密
検

査

：

大
腸
癌
は
ポ
リ
ー
プ
か
ら
癌
に
な

る
も
の
と
正
常
粘
膜
に
直
接
癌
が
で
き

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
大
腸
内
視
鏡
検

査
は
ポ
リ
ー
プ
や
早
期
の
粘
膜
癌
を
切

除
し
て
治
療
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
内
視
鏡
検
査
は
ど
う
し
て
も
イ
ヤ

と
い
う
方
に
は
注
腸
造
影
検
査
が
あ
り

ま
す
。
Ｍ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
（
当
院
の
６
４
列
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ャ
ン
）
を
用
い
る
バ
ー
チ
ャ
ル

大
腸
内
視
鏡
と
い
う
新
し
い
方
法
も
あ

り
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
＊
大
腸

癌
の
手
術

：

大
腸
癌
治
療
の
原
則
は
癌

を
全
て
き
れ
い
に
取
り
除
く
こ
と
で
す
。

最
近
は
ど
の
病
院
で
も
大
腸
癌
治
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、
ス
テ
ー
ジ
０
か

ら
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
で
は
内
視
鏡
治
療
や
手

術
な
ど
の
方
法
が
選
ば
れ
ま
す
。
大
腸

癌
の
手
術
は
開
腹
手
術
が
標
準
で
す

が
、
腹
腔
鏡
下
大
腸
切
除
と
い
っ
て
５

－

６
ヶ
所
に
小
さ
な
穴
を
開
け
て
、
お

腹
の
中
を
カ
メ
ラ
で
の
ぞ
き
な
が
ら
癌

を
切
除
す
る
方
法
が
こ
こ
十
年
で
急
速

に
増
え
て
い
ま
す
。
＊
大
腸
癌
の
化
学

療
法

：

手
術
後
再
発
の
予
防
や
再
発
転

移
の
治
療
に
行
い
ま
す
。
Ｆ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
Ｏ

Ｘ
や
Ｆ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
、
ア
バ
ス
チ
ン

投
与
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
癌
が
拡

が
っ
て
い
る
場
合
抗
癌
剤
を
使
用
し
な

い
と
４

－

６
ヶ
月
し
か
生
き
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
が
、
今
は
25
ヶ
月
以
上
生

き
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
副
作

用
に
注
意
が
必
要
で
す
が
、
当
院
で
は

医
師
、
看
護
師
や
薬
剤
師
が
専
門
チ
ー

ム
を
作
っ
て
外
来
で
安
全
に
化
学
療
法

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
肝
転
移
が
消
失

し
た
ケ
ー
ス
や
肝
転
移
が
小
さ
く
な
っ

て
切
除
で
き
た
ケ
ー
ス
も
経
験
し
て
い

ま
す
。
肝
転
移
は
切
除
で
20

－

40
％
が

治
り
、
肺
転
移
は
切
除
で
30

－

60
％
が

治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
科
で
は

金
沢
大
学
心
肺
総
合
外
科
の
小
田　

誠

准
教
授
ら
の
手
術
応
援
を
得
て
、
積
極

的
に
肺
切
除
も
行
っ
て
い
ま
す
。
＊
緩

和
医
療

：

が
ん
の
治
療
と
並
行
し
て
、

早
く
か
ら
心
身
の
痛
み
を
取
り
除
く
よ

う
チ
ー
ム
で
緩
和
医
療
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
骨
転
移
や
脳
転
移
に
対

し
て
は
、
当
院
で
は
適
切
な
放
射
線
治

療
を
行
っ
て
、
速
や
か
に
痛
み
や
危
険

を
除
き
、
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
ま
す
。

牛島副院長兼外科部長
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精神センター文化祭のお知らせ

こころのつながり
～こころいきいきネットワーク～

○日時　平成20年10月15日㈬
　　　　10：00～15：00
○場所　公立能登総合病院　体育館
○内容
　講演会　﹃うつ病が僕たちに教えてくれること﹄
　講　師 　精神センター精神保健福祉部
　　　　　　　　部長　 東

ひがし

間
ま

正
まさ

人
と

 先生　
　　
　　そのほか楽しいゲームやアトラクショ

ン、院内の活動紹介をはじめ能登で活
動している作業所や地域活動支援セン
ターの紹介・展示、自主製品の販売や
バザーなども行います。

　※入場無料です。
　　どなたでも参加できますので、みなさ

んお気軽にお越しください。

お問い合わせ先
　　　公立能登総合病院
　　　精神センター
　　　TEL０７６７―５２－８７６０

精神科作業療法（OT）の紹介
　精神科作業療法は精神科
リハビリの一つです。入
院されている精神障害者の
方、在宅生活を送られてい
る精神障害者の方を対象と
しています。現在作業療
法士２名が従事しており、医師、看護師、精神保健福祉
士、臨床心理士と連携を取りながら、個々の利用者の方
の目的に応じた支援を行っています。生活リズムを整え
るために利用される場合や集中力や根気をつけるために
利用される場合、日常生活の訓練を行うために利用され
る場合など様々です。

　具体的な活動内容は、裁縫や
編み物などの各種手芸、木工、
陶芸、パソコンなどの手作業を
中心とした活動、料理の練習や
公共交通機関乗車の練習などの
日常生活に直結した訓練などを
行っています。

　作業療法室の場所は精神センター１階にあり、活動は
月曜日から金曜日の午前と午後の各２時間となっていま
す（※午後については曜日により異なります）。
　今後も利用者の方が、通所しやすく、安心して活動で
きる場にしていきたいと思っています。
お問い合わせ先　TEL０７６７―５２－８７６４

　

当
院
で
は
、
患
者
・
家
族
の
皆
さ
ま
か
ら
病
院
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
の
御
意
見
を
、
毎
年
7
月
に
定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
調

査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
7
月
8
日
㈫
・
9
日
㈬
の
2
日
間
に
実
施
、
５
１
６
名
の
方

の
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
結
果
の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。

　この結果からみてわかることは、職員の対応についてはおおむね良好ではあるものの、
この状況を維持及び向上するためにも、定期的な研修会等が必要であると思われます。ま
た、当院を受診している理由が総合病院であることと公立病院であることが受診の大きな
理由となっており当院の強みであり、特徴であります。最後に、当院を受診して良かった
と思うかまあまあで、約７割近くの方が満足していると思われます。
　このアンケートから、ますます信頼され地域に必要な病院として今後も職員一人一人が
自覚をもつ必要がある結果となりました。
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当
院
で
は
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、
七
尾
市
、
鹿
島
郡
の
中
・
高
校
生
や
金
沢

市
か
ら
は
将
来
医
師
を
志
す
泉
丘
高
校
の
学
生
が
職
場
体
験
・
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

学
生
さ
ん
は
、
普
段
は
な
か
な
か
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
手
術
室
の
見
学
、

病
棟
や
外
来
で
の
実
習
を
し
た
り
、
実
際
に
車
椅
子
や
松
葉
杖
の
体
験
も
し
た
り
し

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
体
験
を
し
た
東
部
中
学
校
、
阿
部
和
利
君
、
西
海
貴
弘
君
、
矢
田
和
之
君

か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

明日の健康と新産業創造のパートナー

　　　＊診断装置
　　　＊治療装置
　　　＊臨床検査機器
　　　＊人工透析装置
　　　＊検査用試薬
　　　＊Ｘ線ﾌィルム
　　　＊医療用消耗機材　

　本社・金沢支店			 
　〒９２０－０３８５			   　
　　金沢市松島１丁目４０番地
　　TEL（０７６）２６９－１８８０ ㈹		
		
　七尾営業所			   　
　〒９２６－０８５２			   　
　　七尾市小島町大開地１番地15
　　TEL（０７６７）５３－４４１１ ㈹		
		
U R L　http://www.marubun-tsusyo.co.jp
E-mail　info@marubun-tsusyo.co.jp

地域と健康を結ぶ医療のトータルサポート
それが私たちの発想の原点です。

東芝メディカルシステムズ株式会社
北陸支店営業業務代行

主な販売項目
電子カルテ及び医事システム
医療用画像診断装置
ＡＧＦＡ製ＣＲシステム
画像ファイリングシステム
医療用各種機器

〒９２０－０８０６
　石川県金沢市神宮寺３丁目15番17号
　TEL　076-251-5502
　FAX　076-251-7400

事務機器・企画・印刷・製本

代表取締役
　　野　崎　昇　賢

〒926-0172
　七尾市石崎町イ部74番地
　ＴＥＬ（0767）62-2457
　ＦＡＸ（0767）62-3715

金沢支店
〒920-0061
　金沢市問屋町２丁目８番地
　ＴＥＬ（076）238-6661
　ＦＡＸ（076）237-1790

ナレッジメディカル株式会社

オペ室で消毒滅菌手袋をはめて“いざ手術!!”

総合受付で笑顔で患者さまに請求書を
手渡します。

わたくしたちは公立能登総合病院とともに地域医療に貢献しています。
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﹁サンキューカード﹂の取組み

　　　　　　　院内には、患者の皆様やご家族の方から
のご意見を投書していただく﹁ご意見箱﹂を院内９箇所
に設置し回収しておりましたが、その用紙に並べて、職
員から分かりやすく丁寧で、嬉しい接遇を受けたときに
﹁ありがとう﹂の気持ちを書いて投書していただく﹁サ
ンキューカード﹂も新たに備え付けました。感謝の気持
ちを﹁ありがとう﹂の言葉
に表現していただくことに
よって、患者の皆様等との
よりよい対話が生まれ、信
頼関係がさらに深まり、職
員の接遇に関するモチベー
ションの向上が図られるこ
とに期待しています。

お 知 ら せ
　入院患者様の﹁はし・スプーン﹂の準備がなくなり
ました。
　今までは入院時に､“はし・スプーン”をご自分で用意
していただいておりましたが、８月１日からは、当院
で食事時に毎回用意いたしますので、ご自身での準備
の必要がありません。
　これは、以前から患者様から要望があったり、また
衛生面でのことも含めて実施することとなりました。

わたくしたちは公立能登総合病院とともに地域医療に貢献しています。

車
椅
子
体
験

 ・検査システム
　　 ﹁ｔｏｍｏｒｒｏｗ﹂
 ・健診システム
　 　﹁Ｊｕｓｔ健診システム﹂
 ・物流システム
　 　﹁ＪＳＳ物流システム﹂

　医療システムで
　　　明日の健康を
　　　　　支えます！！

株式会社ジェイ・エス・エス
石川県金沢市示野中町２－23
Tel 　076 (223) 7361
Fax　076 (224) 2103
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外 来 診 療 予 定 表 (2008.8.1）

受付 診察室
月 火 水 木 金

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
受付Ａ１

℡52-8702

外科１ 守　友
当番医

富　田
当番医

牛　島
当番医

徳　楽 当番医 古　川
当番医

外科２ 古　川 守　友 徳　楽 大学医
呼吸器外科
（第2・4）

外科３ 牛　島 大学医
心臓血管外科

歯科口腔外科 寺　井
長　谷 手　術

寺　井
特殊外来
手　術

寺　井
特殊外来
手　術

寺　井
特殊外来
手　術

寺　井
特殊外来

高　塚 長　谷
中島(千）

長　谷
中島(千）

長　谷
反　保

長　谷
反　保

受付Ａ２
 
℡52-8702

整形外科 1 中村(孝） 堀井 林(雅） 堀井 大学医

整形外科 2 大学医 中村(孝） 装具外来
13:30～14:30

中村(孝） 林(雅） 堀　井 装具外来
13:30～14:30

リハビリ科
第２・第４

八幡(第4）
13:30～14:30

受付Ｂ１
 
℡52-8703

内科胃腸科 田　中 中村(勇) 中村(勇) 草　野 田　中

皮膚科 １ 藤本(晃） 藤本(晃）
15:00～16:30

藤本(晃）
手術･検査

藤本(晃） 藤本(晃）
15:00～16:30

大学医
14:00～15:30

藤本(晃）
手術･検査

皮膚科 2 大学医 大学医

形成外科 1 山　城
（初診）

瀬　戸
（初診）

手　術
13:00～15:30
予約診察

15:30～16:30
小学生～高校生

山城(初診）
8:30～10:00

手　術
11:00～17:00

山　城
（初診） 手　術

瀬　戸
（初診）

形成外科 2 瀬　戸
（再診）

山　城
（再診）

瀬戸(再診）
8:30～10:30

瀬　戸
（再診）

山　城
（再診）

美容外科 山城/瀬戸
13:00～16:30

山城/瀬戸
13:00～16:30

受付Ｂ２
 
℡52-8703

内科１ 村　本
初診

当番医

横　山
初診

当番医

五　島
初診

当番医

藤　岡
初診

当番医

中　島
初診

当番医

内科２ 藤　岡
（腎･高）

藤　岡
（腎･高）

藤　岡
（腎･高）

内科３ 岩　田
（腎･膠）

五　島
（腎･高）

大　畑
（血内）

五　島
（腎･高）

内科４ 横　山
（糖尿病）

村　本
（糖尿病）

横　山
（糖尿病）

中　島
（腎･糖）

村　本
（糖尿病）

循環器科 村　田 村　田 村　田 村　田 村　田

内科６ 進　宅
（循環器）

中　島
（腎･糖）

進　宅
（循環器）

進　宅
（循環器）

　

受付Ｃ１
 
℡52-8704

神経内科１ 坂　井
初・再診

坂　井
初・再診 訪問診療

坂　井
初・再診

坂　井
初・再診

神経内科２ 浜　口
初・再診

耳鼻咽喉科１ 坂　本 坂　本
14:30～16:30

坂　本
手術･検査

坂　本 坂　本
14:30～16:30

坂　本
手術･検査

坂　本
手術･検査

耳鼻咽喉科２ 山　本 北　村

受付Ｃ２
 
℡52-8704

脳神経外科１ 林（裕）
第2のみ

林（裕）
第2以外

脳神経外科２ 橋　本 塚　田 橋　本 塚　田 橋　本

眼科１ 佐　伯
検　査

佐　伯
手　術

佐　伯
検　査

佐　伯
手　術

佐　伯
検　査

眼科２ 辻　屋 辻　屋 辻　屋
(予約のみ）

辻　屋 辻　屋

受付Ｄ１
 
℡52-8705

泌尿器科１ 南 手　術

入院検査
他科回診

上　木 往　診
検査処置
入院検査
他科回診

上　木 手　術

入院検査

上　木 ＥＤ外来
検査処置
入院検査
他科回診

南 手　術

入院検査泌尿器科２ 大学医
(初診）

川口・土山
(初診）

南
(初診）

川口・土山
(初診）

上　木
(初診）

小児科１ 和　田 和　田
和　田

１ヵ月検診

和　田 斉　藤
第2．4

(心　臓）

和　田 和　田

小児科２ 石　﨑 馬　瀨 石　﨑 馬　瀨 石　﨑

受付Ｄ２
 
℡52-8705

産婦人科１ 大学医
(　岡　）

大学医
(富澤）

藤　井 大学医
(高木）

産婦人科２ 大学医
(藤　田）

藤　井 １ヵ月検診 藤　井 大学医
(早稲田）

藤　井

精　　神
センター

 
℡52-6619

精神科１ 西　村
初診・再診

西　村
再診

西　村
初診・再診

アルコール
薬物依存外来

西　村

西　村
再　診

東　間
初診・再診

精神科２ 平　松
再診

平　松
初診・再診

平　松
初診・再診

東　間
初診・再診

平　松
初診・再診

平　松
初診・再診

精神科３ 日　野
再診

日　野
再診

日　野
初診・再診

日　野
再診

日　野
再診

精神科４ 東　間
初診・再診

東　間
初診・再診

東　間
初診・再診

外来化学療法点滴室 富　田 牛　島 徳　楽 牛　島 守　友 牛　島 古　川 牛　島 牛　島 牛　島
救命救急ｾﾝﾀｰ ℡52-8706 院内医師 院内医師 後　藤 後　藤 院内医師 院内医師 太　田 太　田 野　田 野　田
健診ｾﾝﾀｰ　　 ℡52-8716 五　島 中　泉 藤　岡 中　泉 中　島 藤岡・中泉 村　本 中　泉 横山（将） 中　泉
放射線科　　　　 ℡52-8725 月曜日～金曜日の午前及び午後　　伊藤・中村・高仲（木）放射線治療
核医学  萱　野 滝

　℡はダイヤルイン	 　放射線科:（火）南、　作業療法:１ヵ月に１回　生田、　理学療法:３ヵ月に１回（金）渡辺

●外来診療受付（平日の時間内）
一般診療受付　午前８時30分～午前11時30分
但し、診療科によって　午前11時の科もありますので、ご留意ください。							     


